
選
挙
と
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
（
柴
田
）

一
〇
五

選
挙
と
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク

─
沖
縄
の
場
合

─

柴

　
　田

　
　秀

　
　一

は
じ
め
に

現
職
の
翁
長
雄
志
知
事
死
去
に
伴
い
、
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
九
月
一
三
日
告
示
、
九
月
三
〇
日
投
票
・
開
票
で
沖
縄
県
知
事
選

挙
が
行
わ
れ
、
玉
城
デ
ニ
ー
候
補
が
三
九
万
六
千
票
余
り
を
獲
得
し
、
事
実
上
一
騎
打
ち
の
、
佐
喜
真
敦
候
補
に
八
万
票
の
差
を
つ
け
当

選
し
た
。

こ
の
選
挙
期
間
中
、
沖
縄
県
の
地
元
新
聞
、
琉
球
新
報
社
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
の
二
紙
は
、
そ
れ
ぞ
れ
紙
面
で
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ

ク
」
を
謳
い
記
事
を
書
い
た
。
選
挙
期
間
中
に
、
候
補
者
や
関
係
者
の
発
す
る
言
葉
な
ど
の
真
偽
を
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
と
し
て
記

論

　説

（
二
四
七
）
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一
〇
六

事
化
す
る
試
み
は
、
新
聞
媒
体
の
選
挙
報
道
の
中
で
は
極
め
て
珍
し
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
日
本
で
は
ま
だ
、
ほ
と
ん
ど
根
付
い
て
い
な
い
、
こ
の
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
に
つ
い
て
、
本
文
で
は
、「
フ
ァ
ク
ト

チ
ェ
ッ
ク
」
と
は
何
か
か
ら
、
二
紙
が
沖
縄
で
は
初
め
て
行
っ
た
試
み
を
調
査
、「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
の
必
要
性
、
方
法
論
を
考
え
、

今
後
の
ニ
ュ
ー
ス
報
道
の
在
り
方
を
考
察
す
る
。

本
稿
の
項
目

〇
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
と
は

〇
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
の
方
法

〇
沖
縄
二
紙
の
試
み
と
Ｆ
Ｉ
Ｊ

　
沖
縄
タ
イ
ム
ス
の
場
合

　
琉
球
新
報
の
場
合

〇
Ｆ
Ｉ
Ｊ
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」

〇
「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」
検
証
と
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
の
違
い

〇
ま
と
め

〇
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
と
は

フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
は
、「
言
説
の
内
容
が
事
実
に
基
づ
い
て
い
る
も
の
か
正
確
な
の
か
ど
う
か
調
べ
結
果
を
発
表
す
る
事

（
１
）」

と
明
確

で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
「
事
実
確
認
」
と
置
き
換
え
て
し
ま
う
と
途
端
に
明
確
で
は
な
く
な
る
。
こ
の
辺
り
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
分
け
て

（
二
四
八
）
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一
〇
七

書
い
て
い
る
の
が
、「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
と
は
何
か

　
立
岩
洋
一
郎

　
楊
井
人
文

　
著

　
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
トN

O
.982

」
で
あ
り
、
分

か
り
や
す
い
の
で
ポ
イ
ン
ト
を
引
用
す
る
。

「
事
実
確
認
」
＝
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
や
研
究
発
表
な
ど
対
外
的
発
表
に
誤
り
が
な
い
よ
う
に
取
材
や
調
査
の
プ
ロ
セ
ス
で
慎
重
に
事
実

関
係
を
調
べ
る
作
業
→
調
査
の
過
程
で
不
正
確
な
情
報
、
誤
り
は
外
し
、
事
実
と
確
認
さ
れ
た
も
の
の
み
を
発
表
す
る
。

「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
＝
す
で
に
公
表
さ
れ
た
言
説
の
内
容
が
正
確
か
ど
う
か
を
第
三
者
が
事
後
に
調
査
検
証
し
発
表
→
調
査
の
結

果
「
あ
る
情
報
が
不
正
確
だ
っ
た
」
こ
と
が
判
明
す
れ
ば
、
そ
れ
を
積
極
的
に
公
表
し
社
会
と
共
有
す
る
。

調
査
過
程
で
の
不
正
確
な
も
の
は
除
い
て
公
表
し
な
い
の
が
「
事
実
確
認
」
と
す
れ
ば
、
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
は
、
不
正
確
な
も
の
を

積
極
的
に
公
表
す
る
。

従
っ
て
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」≠
（
イ
コ
ー
ル
で
は
な
い
）「
事
実
確
認
」
で
あ
る
。

今
ま
で
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
記
事
で
は
「
事
実
確
認
」
は
普
段
か
ら
ず
っ
と
や
っ
て
き
て
、
事
実
と
確
認
で
き
る
事
を
記
事
に
し
て
い
る

の
で
、
敢
え
て
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
を
や
る
必
要
は
な
い
。
そ
う
考
え
る
人
が
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
解
釈
の
誤
り
で
、「
フ
ァ

ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
と
「
事
実
確
認
」
は
「
似
て
非
な
る
」
全
く
目
的
が
違
う
こ
と
で
あ
る
。

調
査
し
た
結
果
「
不
正
確
」
や
「
嘘
」
の
情
報
を
公
表
し
共
有
す
る
の
が
、「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
な
の
で
、
訳
語
は
「
事
実
確
認
」

で
は
な
く
「
言
説
の
真
偽
検
証
」
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
る
。

更
に
、「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
は
、
い
わ
ゆ
る
「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」
を
調
べ
て
「
嘘
」
を
暴
く
も
の
で
も
な
い
。
意
図
的
に
嘘

の
情
報
を
流
す
意
味
で
「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」
を
捉
え
る
と
、
発
信
者
が
誰
で
、
ど
う
い
う
動
機
で
、
偽
情
報
を
流
し
た
か
、
と
い
っ

た
本
人
の
主
観
面
を
調
べ
、
そ
れ
が
重
要
な
視
点
に
な
る
。
し
か
し
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
は
、
そ
う
し
た
言
説
の
背
景
や
本
人
の
地

（
二
四
九
）
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一
〇
八

位
や
人
格
、
意
図
に
は
全
く
関
係
の
な
い
「
言
説
内
容
が
事
実
に
基
づ
く
か
ど
う
か
」
を
検
証
す
る
も
の
で
あ
る
。「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー

ス
検
証
」
と
は
違
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」≠

「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
検
証
」
で
あ
る
。

加
え
て
、
扱
っ
た
「
言
説
」
の
評
価
を
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
政
治
的
な
方
向
性
や
立
場
、
政
策
の
合
理
性
等
と
は
関
係
な
い
も

の
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
で
、
従
来
の
新
聞
、
雑
誌
、
Ｔ
Ｖ
等
に
お
け
る
記
事
・
原
稿
と
は
一
線
を
画
す
る
も
の
に
な
る
。
ニ
ュ
ー
ス
性

の
高
さ
（
ニ
ュ
ー
ス
バ
リ
ュ
ー
）
も
関
係
な
く
、
事
実
と
し
て
ど
う
か
と
い
う
点
に
絞
っ
て
い
る
。

ま
た
、
事
実
（
フ
ァ
ク
ト
）
と
意
見
（
オ
ピ
ニ
オ
ン
）
を
分
け
、
見
解
を
述
べ
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
は
、
事
実
（
フ
ァ
ク
ト
）
に
な
ら
ず
、

単
な
る
意
見
と
し
て
扱
わ
な
い

（
２
）

。

で
は
、「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
の
原
則
と
は
何
か
。

国
際
標
準
が
あ
り
、
五
つ
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

（
３
）

。

①
　
非
党
派
性
、
公
正
性
（
特
定
の
政
治
目
的
の
た
め
に
行
わ
な
い
）

②
　
情
報
源
の
透
明
性
（
原
則
、
情
報
源
を
明
示
。
明
示
し
な
い
と
き
は
信
頼
に
値
す
る
か
、
何
故
秘
匿
す
る
か
詳
し
く
説
明
）

③
　
財
源
と
組
織
の
公
正
性
（
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
組
織
の
資
金
源
、
ど
ん
な
経
歴
の
人
物
が
係
わ
っ
て
い
る
か
、
責
任
者
は
誰
か
明
示
）

④
　
方
法
論
の
透
明
性
（
対
象
言
説
範
囲
・
判
定
基
準
・
判
定
手
順
を
明
ら
か
に
す
る
）

⑤
　
訂
正
の
公
開
性
（
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
の
記
事
に
誤
り
が
あ
れ
ば
、
誠
実
に
説
明
し
、
責
任
を
果
た
す
）

二
〇
一
八
年
の
沖
縄
知
事
選
挙
で
、
地
元
二
紙
が
行
っ
た
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
は
、
お
お
む
ね
こ
の
基
準
に
沿
っ
て
行
わ
れ
た
。

（
二
五
〇
）
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一
〇
九

琉
球
新
報
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｊ
（「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」F

actC
heck Initiative Japan （

４
））

と
と
も
に
行
い
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
は
、

法
政
大
学
の
藤
代
裕
之
准
教
授
に
協
力
を
仰
い
で
、
や
は
り
国
際
基
準
に
準
拠
し
て
行
っ
た
。

こ
こ
で
、
触
れ
て
お
き
た
い
の
は
、
沖
縄
県
の
地
元
紙
は
県
内
で
の
購
読
率
が
極
め
て
高
い
こ
と
で
あ
る
。

「
都
道
府
県
統
計
と
ラ
ン
キ
ン
グ
で
見
る
県
民
性
」
統
計

（
５
）

に
よ
る
と
、
各
都
道
府
県
の
上
位
三
紙
発
行
部
数
に
占
め
る
地
方
紙
の
発
行

部
数
の
割
合
（
二
〇
一
七
年
）
を
比
較
す
る
と
、
全
国
で
の
地
方
紙
（
そ
の
道
府
県
・
地
域
し
か
発
行
し
て
い
な
い
新
聞
）
比
率
の
全
国
平
均
が

四
四
・
八
九
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
最
も
地
方
紙
比
率
が
多
い
の
が
沖
縄
県
で
九
八
・
二
一
％
。
二
位
は
石
川
県
で
九
五
・
三
六
％
。
三
位

は
青
森
県
（
九
三
・
三
七
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
新
聞
を
読
ま
な
い
世
代
が
据
え
た
と
は
い
え
、
影
響
力
は
あ
り
、「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」

と
い
う
も
の
が
、
定
着
す
る
端
緒
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
わ
け
だ
。

○
沖
縄
タ
イ
ム
ス
の
場
合

沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
は
創
刊
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
七
月
一
日
、
本
社
は
沖
縄
県
那
覇
市
久
茂
地
、
年
商
九
二
億
七
千
万
円

（
二
〇
一
四
年
三
月
期
）（
以
上
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）、
発
行
部
数
約
一
五
六
〇
〇
〇
部
（
二
〇
一
五
年

　
株
・
メ
デ
ィ
ア
バ
リ
ュ
ー
調
べ

（
６
））

知
事
選
で
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
を
担
当
し
た
総
合
メ
デ
ィ
ア
企
画
局
デ
ジ
タ
ル
部

　
與
那
覇
里
子
氏
に
聞
い
た
、
知
事
選
で
の

「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
記
事
作
成
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

─
─

与
那
覇
氏
は
デ
ジ
タ
ル
担
当
で
あ
る
の
で
、
日
頃
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
見
て
い
る
と
、
事
実
に
基
づ
か
な
い
主
張
や
誹
謗
中
傷
、
疑
問
に
思

（
二
五
一
）
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一
一
〇

う
表
現
が
多
い
と
思
い
検
証
す
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
が
、
す
ぐ
に
は
出
来
な
か
っ
た
と
い
う
。

二
〇
一
七
年
九
月
三
〇
日
投
票
の
沖
縄
県
知
事
選
挙
で
は
、
琉
球
新
報
が
早
く
か
ら
記
事
を
出
し
て
い
た
（
九
月
八
日
）「
フ
ァ
ク
ト

チ
ェ
ッ
ク
」
に
つ
い
て
会
議
で
検
討
し
、
実
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｆ
Ｉ
Ｊ
（「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」F

actC
heck 

Initiative Japan
　
前
出
）
か
ら
も
知
事
選
で
の
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
に
他
メ
デ
ィ
ア
と
と
も
に
参
加
し
な
い
か
と
の
要
請
は
あ
っ
た

が
、
か
ね
て
、
連
絡
を
取
っ
て
い
た
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
に
詳
し
い
法
政
大
学
藤
代
研
究
室
と
共
同
で
行
う
こ
と
に
し
、
Ｆ
Ｉ
Ｊ
と

は
別
に
独
立
し
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
し
た
。

ス
カ
イ
プ
（S

kype

）
を
使
っ
た
テ
レ
ビ
会
議
で
、
初
め
て
の
経
験
で
あ
る
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
を
藤
代
裕
之
法
政
大
学
准
教
授

が
原
則
か
ら
説
明
し
、「
国
際
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
前
出
）」
の
基
準
を
は
じ
め
、
ベ
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

【verification

】（
確
か
め
る
こ
と
、
証
明
、
検
証
）
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
情
報
共
有
し
た
。

九
月
一
三
日
（
告
示
日
）
に
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
を
す
る
記
事
「
知
事
選
偽
ニ
ュ
ー
ス
確
認

　
本
紙
と
法
政
大
事
実
チ
ェ
ッ
ク
」

を
出
し
、
読
者
に
も
情
報
提
供
協
力
を
要
請
し
た
。（
図
１
）

与
那
覇
氏
を
含
め
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
班
と
も
い
え
る
一
二
人
（
政
治
部
・
県
政
二
人
、
社
会
部
九
人
（
内
訳
・
警
察
担
当
三
人
、
デ
ス
ク
二

人
、
次
長
、
社
会
部
三
人
））
が
、
二
班
（
六
人
ず
つ
）
に
別
れ
、
偶
数
日
と
奇
数
日
に
担
当
を
分
け
て
パ
ト
ロ
ー
ル
（
ツ
イ
ッ
タ
ー
画
面
を
）

し
、
ま
ず
情
報
収
集
を
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
は
、
担
当
日
に
毎
朝
、
一
五
分T

w
itter

、F
acebook

を
中
心
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
事
実
に
基
づ
か
な
い
疑
わ
し
い
発
言
を
探
し
た
。
何
故
一
五
分
に
限
っ
た
か
と
い
う
と
、
誹
謗
中
傷
な
ど
の
き
つ
い
言
葉
が
多
く

並
ぶ
画
面
を
長
時
間
見
て
い
る
と
、
朝
か
ら
心
的
に
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
更
に
、
投
稿
フ
ォ
ー
ム
を
作

り
、
パ
ト
ロ
ー
ル
で
見
つ
か
っ
た
疑
わ
し
い
情
報
の
日
時
、
内
容
な
ど
を
書
い
て
投
稿
し
、
情
報
集
約
し
て
共
有
し
た
。 （

二
五
二
）
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一
一
一

図 １　沖縄タイムス　20１8 年 ９ 月 １３ 日　ファクトチェック始める

（
二
五
三
）
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一
一
二

記
者
が
、
必
ず
し
も
Ｐ
Ｃ
等
デ
ジ
タ
ル
機
器
に
詳
し
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、「
証
査
を
『
ス
ク
シ
ョ
』
で
撮
る
（
与
那
覇
氏
談
）」

と
言
っ
て
も
、
や
っ
た
こ
と
が
な
い
記
者
も
い
る
。「
ス
ク
シ
ョ
」
と
は
「
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
」
の
こ
と
で
、
Ｐ
Ｃ
の
ス
ク
リ
ー
ン

（
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
）
に
表
れ
て
い
る
画
像
を
そ
の
ま
ま
記
録
に
残
す
（
い
わ
ば
写
真
に
撮
り
残
す
）
や
り
方
だ
。
ま
ず
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト

の
残
し
方
か
ら
説
明
し
た
と
い
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
膨
大
な
情
報
が
流
れ
て
い
て
、
あ
と
か
ら
見
つ
け
出
す
こ
と
は
難
し
い
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
す
ら
、
消
え
て
な
く
な
っ
て
い
る
（
削
除
さ
れ
る
）
こ
と
は
少
な
く
な
い
の
で
、
そ
の
時
に
証
拠
を
取
っ
て
お
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

そ
う
し
て
得
ら
れ
た
情
報
収
集
で
六
五
件
の
チ
ェ
ッ
ク
す
べ
き
事
柄
が
見
つ
か
っ
た
。
そ
こ
か
ら
、
検
証
可
能
と
み
ら
れ
る
事
柄
を

一
七
件
に
絞
っ
た
。
検
証
可
能
な
事
柄
と
い
う
の
は
、
疑
わ
し
い
言
説
に
対
し
、
統
計
資
料
が
あ
る
事
や
、
過
去
の
発
言
が
あ
る
、
直
接

取
材
で
き
る
、
発
言
者
が
誰
か
分
か
る
、
等
の
確
か
め
る
手
掛
か
り
の
あ
る
事
柄
で
あ
る
。
そ
う
し
た
「
ふ
る
い
」
に
か
け
ら
れ
た
後
の

一
七
件
の
事
柄
に
取
材
を
で
き
る
も
の
と
し
て
難
易
度
を
つ
け
て
、
取
材
担
当
の
六
人
が
す
べ
て
に
当
た
っ
た
と
い
う
。

情
報
収
集
で
最
初
に
絞
っ
た
六
五
例
に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
も
の
が
あ
っ
た
か
は
残
念
な
が
ら
公
表
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

パ
ト
ロ
ー
ル
開
始
か
ら
、
取
材
可
能
な
一
七
の
事
柄
に
絞
る
ま
で
に
一
〇
日
か
か
っ
た
。
一
七
件
の
取
材
結
果
の
内
訳
は
、
取
材
の
途

中
様
々
な
理
由
で
真
偽
の
わ
か
ら
な
か
っ
た
も
の
（
相
手
方
の
取
材
拒
否
を
含
む
）
一
〇
件
（
約
六
割
）、
正
し
い
と
み
ら
れ
た
四
件
、
正
し

い
と
は
言
え
な
い
が
、
真
偽
判
断
が
難
し
い
も
の
一
件
、
偽
情
報
と
判
断
さ
れ
た
の
は
二
件
（
約
一
割
）
で
あ
っ
た
。

こ
の
結
果
、
偽
情
報
二
件
、
判
断
が
難
し
い
も
の
一
件
を
九
月
二
七
日
に
記
事
化
し
た
（
図
２
）

記
事
で
は
、
①T

w
itter

で
「
共
産
党
出
馬
の
翁
長
知
事
が
訪
米
し
て
も
政
府
関
係
者
の
誰
に
も
会
え
な
か
っ
た
し
、
沖
縄
の
米
軍
基

地
す
ら
入
れ
な
か
っ
た
」
⇨
誤
り

　
共
産
党
「
翁
長
知
事
が
共
産
党
か
ら
出
馬
し
た
事
実
は
な
い
」、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
記
者
「
ア
メ
リ
カ

政
府
関
係
者
と
の
知
事
面
会
を
取
材
」、
沖
縄
県
基
地
対
策
課
「
知
事
が
基
地
内
に
入
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
」

（
二
五
四
）
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図 2　沖縄タイムス　20１8 年 ９ 月 2７ 日　一票惑わす偽情報

（
二
五
五
）
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②T
w
itter

で
「
佐
喜
真
氏
の
政
策
の
文
字
数
は
二
・
二
万
字
超
え
で
、
玉
城
氏
は
約
八
〇
〇
字
」
⇨
誤
り

　「
比
較
の
根
拠
が
異
な
る

　

佐
喜
真
氏
は
政
策
集
で
、
玉
城
氏
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
主
要
ポ
イ
ン
ト
を
抜
粋
し
た
数
」

③T
w
itter

で
「
佐
喜
真
氏
は
宜
野
湾
市
長
選
で
給
食
費
無
料
化
を
掲
げ
て
当
選
し
た
が
、
給
食
費
は
値
上
が
り
し
た
。」
⇨
取
材
結
果

真
偽
は
は
っ
き
り
判
断
で
き
ず
「
値
上
が
り
し
た
の
は
、
食
料
費
高
騰
が
理
由
。
小
学
生
は
半
額
助
成
が
実
現
し
た
が
、
中
学
生
は
財
政

上
の
理
由
で
助
成
対
象
外
な
の
で
上
が
っ
た
。」

「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
記
事
化
の
結
果
に
つ
い
て
、
与
那
覇
氏
は
、「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
検
証
に
は
た
い
へ
ん
時
間
が
か
か
る
。

情
報
収
集
を
し
て
怪
し
い
と
思
わ
れ
る
も
の
か
ら
、
そ
れ
を
検
証
で
き
る
の
か
、
根
拠
が
な
い
と
思
わ
れ
る
投
稿
は
「
ふ
る
い
」
に
か
け

落
と
す
。
取
材
拒
否
に
あ
う
と
真
偽
は
そ
れ
以
上
分
か
ら
な
い
。「
正
し
い
」
と
い
う
も
の
も
意
外
に
多
く
あ
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
と
し
て

出
す
記
事
と
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
事
と
は
違
い
、
メ
デ
ィ
ア
は
、「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
し
て
い
な
く
て
も
、
公
人
の
発

言
の
裏
取
り
は
当
た
り
前
に
し
て
い
る
。
だ
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
中
で
語
ら
れ
る
も
の
は
、
も
と
も
と
裏
取
り
も
、
事
実
の
発
信
の
義
務
な
ど

も
な
く
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
真
偽
を
問
う
様
に
で
き
て
い
な
い
。
そ
れ
を
ど
う
扱
っ
た
ら
い
い
の
か
当
惑
し
た
と
い
う
。

一
方
で
、「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
の
意
義
は
、
メ
デ
ィ
ア
が
、
民
主
主
義
を
守
る
役
割
を
果
た
す
為
、
必
要
な
こ
と
。
特
に
選
挙
で

間
違
っ
た
情
報
を
信
じ
て
投
票
す
る
と
い
う
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
意
味
が
あ
る
と
話
し
た
。

沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
の
与
那
嶺
一
枝
編
集
局
長
は
初
め
て
行
っ
た
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
に
つ
い
て
、

『
普
段
か
ら
確
か
な
情
報
を
載
せ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
と
打
ち
出
し
た
の
は
、
ネ
ッ
ト
等
に
あ
ふ
れ
る

情
報
の
真
偽
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
い
う
普
段
は
あ
ま
り
や
ら
な
い
取
材
、
記
事
掲
載
に
な
っ
た
か
ら
。
事
実
の
確
認
は
普
段
か
ら
や
っ
て

い
る
こ
と
と
思
わ
な
く
も
な
か
っ
た
が
、
打
ち
出
す
こ
と
に
特
段
の
違
和
感
は
な
か
っ
た
。
普
段
か
ら
や
っ
て
い
る
の
で
「
フ
ァ
ク
ト

（
二
五
六
）
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チ
ェ
ッ
ク
」
は
特
段
や
る
必
要
は
な
い
と
い
う
意
見
は
、
編
集
局
内
か
ら
は
聞
い
て
な
い
。

労
力
と
時
間
が
か
か
り
、
特
に
ネ
ッ
ト
の
場
合
は
キ
リ
が
な
い
と
い
う
側
面
が
あ
る
。
た
だ
、
最
近
は
政
権
、
政
治
の
場
の
発
言
に
つ

い
て
、「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
の
必
要
性
を
痛
感
し
、「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
か
否
か
は
脇
に
お
い
て
も
、
引
き

続
き
政
権
・
政
治
家
の
発
言
等
に
つ
い
て
は
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
ネ
ッ
ト
情
報
に
つ
い
て
は
、
選
挙
等
節
目
の
と
き
の
チ
ェ
ッ
ク
、
連
載
等
で
追
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
』
と
答
え
た
。

○
琉
球
新
報
の
場
合

株
式
会
社
琉
球
新
報
社
は
、
発
行
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
九
月
一
五
日
～
、
本
社
は
沖
縄
県
那
覇
市
泉
崎
、
新
聞
発
行
売
上
高

九
五
億
五
千
二
百
万
円
（
二
〇
一
五
年
度
）（
以
上
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）、
発
行
部
数
一
五
八
〇
〇
〇
部
（
二
〇
一
五
年

　
株
・
メ
デ
ィ
ア
バ
リ
ュ
ー

調
べ
）

琉
球
新
報
は
、
九
月
八
日
（
知
事
選
告
示
前
で
投
票
日
の
三
週
間
以
上
前
）
に
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
第
一
弾
の
記
事
を
出
し
た
。

「
虚
構
の
ダ
ブ
ル
ス
コ
ア

　
沖
縄
県
知
事
選
、
出
回
る
『
偽
』
世
論
調
査
」（
図
３
）

こ
の
記
事
で
は
ま
ず
、
立
候
補
予
定
者
（
告
示
前
な
の
で
）
の
氏
名
が
書
か
れ
て
い
な
い
。
告
示
後
も
立
候
補
者
の
名
前
は
記
し
て
い

か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
特
に
選
挙
期
間
中
（
公
示
前
だ
が
）
に
配
慮
し
た
結
果
で
、
ま
ず
、
特
定
候
補
を
利
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。（
た
だ
し
、
言
説
や
、
行
動
を
見
れ
ば
、
事
実
上
の
一
騎
打
ち
だ
っ
た
知
事
選
で
は
、
玉
城
、
さ
き
ま
、
ど
ち
ら
の
候
補
か

（
二
五
七
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
七
月
）

一
一
六

図 ３　琉球新報電子版　20１8 年 ９ 月 8 日　虚構のダブルスコア

（
二
五
八
）
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陣
営
か
の
予
想
は
つ
く
）
記
事
は
、
特
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
か
、
取
材
中
で
接
し
た
情
報
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
朝
日
新
聞
世
論

調
査
、
国
民
民
主
党
世
論
調
査
の
名
で
、
出
て
い
る
世
論
調
査
が
候
補
予
定
者
に
ダ
ブ
ル
ス
コ
ア
の
差
が
つ
い
て
い
る
と
い
う
も
の
で
、

い
ず
れ
も
朝
日
新
聞
社
と
国
民
民
主
党
に
確
認
し
、
偽
情
報
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
。

琉
球
新
報
社
の
瀧
本
匠
（
現
・
東
京
支
社
報
道
部
長
）
氏
に
聞
い
た
。

フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
の
き
っ
か
け
は

─
─
。

Ｆ
Ｉ
Ｊ
（「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」F

actC
heck Initiative Japan

　
前
出
）
と
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｊ
が
県
知
事
選
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
て
沖
縄
に
調
査
に
入
っ
た
時
に
、
一
緒
に
や
り
ま
せ
ん
か
と
声
が
け
を
し
て
き
た
。
は
じ
め
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
同
士
、

こ
の
言
説
を
ど
う
し
ま
し
ょ
う
と
話
し
合
う
の
か
と
思
っ
た
。
す
る
と
編
集
権
の
問
題
な
ど
色
々
出
て
く
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
我
々

が
書
い
た
記
事
を
Ｆ
Ｉ
Ｊ
に
送
り
、
Ｆ
Ｉ
Ｊ
の
基
準
で
、
こ
れ
は
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
で
す
ね
と
Ｈ
Ｐ
に
載
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
聞
き
、

で
は
是
非
と
い
う
こ
と
で
、
一
緒
に
や
っ
た
。

元
々
、
二
〇
一
八
年
二
月
に
あ
っ
た
県
内
の
名
護
市
長
選
挙
（
現
職
と
新
人
の
立
候
補
）
で
、
名
護
で
春
季
キ
ャ
ン
プ
を
し
て
い
た
プ
ロ

野
球
日
本
ハ
ム
が
撤
退
す
る
と
い
う
情
報
が
、
市
長
の
政
策
が
悪
い
の
で
そ
う
い
う
こ
と
が
起
き
る
と
、
現
市
政
の
批
判
と
し
て
流
れ
た
。

実
際
に
は
、
ス
タ
ジ
ア
ム
の
補
修
の
た
め
に
、
別
の
と
こ
ろ
を
借
り
て
や
る
事
を
考
え
る
と
い
う
よ
う
な
話
が
出
た
と
こ
ろ
で
、「
撤
退
」

と
い
う
言
葉
が
独
り
歩
き
し
た
。
候
補
本
人
が
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
、
陣
営
の
応
援
演
説
な
ど
で
言
っ
て
い
る
こ
と
に
一
々
記
事
に

は
し
な
い
の
が
従
来
の
選
挙
報
道
で
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
。
選
挙
が
終
わ
っ
て
か
ら
改
め
て
有
権
者
に
聞
い
て
み
る
と
、「
日
ハ

ム
撤
退
だ
っ
て
ね
。」
と
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
そ
れ
を
「
間
違
い
情
報
」
と
正
さ
な
か
っ
た
事
を
、
当
時
の
選
挙
取
材
班
に

（
二
五
九
）
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い
た
メ
ン
バ
ー
が
悔
い
た
。

滝
本
氏
自
身
は
入
社
以
来
ア
メ
リ
カ
軍
基
地
担
当
が
長
く
、
選
挙
報
道
は
今
回
初
め
て
で
、
し
か
も
キ
ャ
ッ
プ
の
任
だ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
一
読
者
と
し
て
選
挙
報
道
を
読
ん
で
い
た
が
、
記
事
は
面
白
く
な
い
。
選
挙
後
に
出
る
、
あ
の
時
は
こ
う
だ
っ
た
あ
あ

だ
っ
た
と
振
り
返
る
記
事
は
面
白
か
っ
た
。
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
記
事
が
選
挙
中
に
書
け
な
い
か
。
書
け
な
い
の
も
わ
か
ら
な
い
で
は
な

い
が
、
名
護
の
よ
う
な
間
違
っ
た
情
報
が
流
布
す
る
事
を
投
票
前
に
有
権
者
に
知
ら
せ
ら
れ
な
い
の
か
、
と
の
問
題
意
識
が
あ
っ
た
と
い

う
。
今
回
の
知
事
選
取
材
班
の
メ
ン
バ
ー
に
名
護
市
の
取
材
を
し
た
記
者
も
い
た
。

実
際
、
知
事
選
取
材
班
は
七
人
（
キ
ャ
ッ
プ
、
政
治
部
五
人
（
県
議
会
担
当
、
サ
キ
マ
候
補
担
当
二
人
、
玉
城
候
補
担
当
二
人
を
含
む
）、
社
会
部

一
人
）
で
、
他
に
メ
イ
ン
の
取
材
が
あ
る
の
で
、
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ク
班
と
分
け
て
作
っ
て
い
た
訳
で
は
な
く
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
も

一
体
で
や
っ
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
二
人
ず
つ
記
者
を
配
し
た
、
さ
き
ま
候
補
、
玉
城
候
補
者
の
取
材
で
、
本
人
の
言
葉
、
応
援
演
説

者
の
言
葉
、
そ
こ
で
「
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
な
」
と
思
っ
た
こ
と
、
候
補
者
の
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
、Y

ouT
ube

、
そ
こ
に
紐
づ
く
一
般
の

人
の
も
の
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
毎
朝
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
で
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
の
為
に
で
は
な
く
て
、
ど
う
言
う
事
を

言
っ
て
い
る
か
、
何
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
か
、
そ
の
中
で
「
バ
ス
る
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
多
数
が
話
題
に
し
、
や
り
取
り
が
激
し
い
状
態
）」

や
、
あ
の
人
も
こ
の
人
も
言
っ
て
い
る
な
ど
で
、
議
論
に
な
っ
て
い
る
事
が
あ
る
場
合
や
、
対
立
す
る
両
陣
営
間
で
議
論
沸
騰
し
て
い
る

こ
と
や
、
自
然
に
目
に
入
っ
て
く
る
も
の
が
あ
る
筈
な
の
で
そ
れ
を
調
べ
て
い
く
と
い
う
方
法
を
取
っ
た
。
更
に
、
専
門
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を

調
べ
る
デ
ジ
タ
ル
部
員
二
人
も
加
わ
っ
て
、「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
を
行
っ
た
。（
図
４
）

（
二
六
〇
）



選
挙
と
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
（
柴
田
）

一
一
九

図 ４　琉球新報電子版　20１8 年 ９ 月 2４ 日　安室さんが特定候補者支援は偽情報
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一
二
〇

そ
の
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
動
き
に
つ
い
て
担
当
し
た
琉
球
新
報
編
集
局
デ
ジ
タ
ル
編
集
担
当
局
付
き
部
長
・
宮
城
久
緒
氏
に
聞
い
た
。

─
─

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
つ
い
て
は
「
ス
ペ
ク
テ
ィ
ー
」
と
い
う
会
社
に
お
願
い
し
て
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
呟
か
れ
て
い
る
知
事
選
挙
に
関
し
て
の
言
説

を
集
め
て
も
ら
っ
た
。
こ
の
会
社
は
二
〇
一
八
年
五
月
か
ら
、
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、
本
来
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
呟
か
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
事
件
事
故
が
起
き
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
警
報
（
ア
ラ
ー
ト
）
発
信
を
お
願
い
し
て
い
る
。
選
挙
の
協
力
は
や
っ
た
こ
と

が
な
か
っ
た
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
限
定
し
て
知
事
選
告
示
の
三
日
か
四
日
前
か
ら
の
資
料
を
も
ら
っ
た
。

最
初
に
送
ら
れ
て
き
た
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
件
数
は
二
〇
万
件
（
リ
ツ
イ
ー
ト
で
は
な
く
本
ツ
イ
ー
ト
だ
け
で
）
と
い
う
膨
大
な
量
で
、
読
む
だ

け
で
丸
一
日
か
か
っ
た
。
ツ
イ
ー
ト
資
料
を
読
め
ば
読
む
ほ
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
個
人
へ
の
中
傷
で
驚
い
た
。
二
〇
万
件
は
両
面
コ
ピ
ー
資

料
で
薄
い
電
話
帳
く
ら
い
の
厚
み
が
あ
り
読
む
の
に
丸
一
日
か
か
っ
た
。

当
初
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
分
析
の
網
に
か
か
っ
て
真
偽
が
問
題
に
な
り
そ
う
な
ツ
イ
ー
ト
を
宮
城
氏
が
知
事
選
班
に
持
っ
て
行
っ
た
が
、
既

に
知
っ
て
い
た
り
、
取
材
に
着
手
し
始
め
て
い
た
も
の
だ
っ
た
り
し
た
の
で
、
知
事
選
取
材
班
キ
ャ
ッ
プ
と
宮
城
氏
と
が
、
三
日
に
一
回

く
ら
い
の
割
合
で
情
報
交
換
し
た
。
実
際
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
の
様
に
、
投
網
を
か
け
て
上
が
っ
て
き
た
情
報
か
ら
絞
り
込
ん
で
「
フ
ァ
ク

ト
チ
ェ
ッ
ク
」
を
す
る
の
で
は
な
く
、
琉
球
新
報
の
場
合
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
出
て
き
た
も
の
を
知
事
選
班
と
デ
ジ
タ
ル
班
で
共
用
し
な
が

ら
、
取
材
で
出
て
き
た
も
の
と
合
わ
せ
て
出
来
る
も
の
か
ら
通
常
取
材
も
同
時
に
真
偽
を
調
べ
て
い
く
や
り
方
の
よ
う
だ
っ
た
。

宮
城
氏
に
よ
る
と
、
怪
文
書
の
類
は
余
程
の
こ
と
が
な
い
限
り
は
読
ん
で
捨
て
る
。
読
ん
で
か
ら
コ
ピ
ー
し
、
配
る
様
な
こ
と
は
滅
多

に
な
い
。
し
か
し
ツ
イ
ッ
タ
ー
は
一
瞬
の
間
に
広
が
る
。
し
か
も
、
リ
ツ
イ
ー
ト
に
一
言
加
え
る
と
余
計
に
言
葉
は
過
激
に
な
っ
て
い
く
。

つ
ま
り
捨
て
ら
れ
る
運
命
に
あ
る
紙
の
怪
文
書
と
、
怪
文
書
と
同
じ
内
容
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
は
伝
播
力
が
全
く
違
う
の
で
あ
る
。

宮
城
氏
は
九
月
二
〇
日
に
今
回
の
知
事
選
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
分
析
記
事
を
出
し
て
い
る
が
、
告
示
当
日
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
玉
城
候
補
を
批

（
二
六
二
）
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判
す
る
ツ
イ
ー
ト
が
、
さ
き
ま
候
補
の
お
よ
そ
五
倍
と
な
り
、
選
挙
期
間
を
通
し
て
も
玉
城
候
補
批
判
の
ツ
イ
ー
ト
が
多
い
結
果
に
な
っ

た
。
本
当
に
記
事
を
読
ん
で
く
れ
て
、
偽
情
報
が
投
票
行
動
に
影
響
し
て
い
な
い
の
か
疑
問
だ
が
、
九
月
二
〇
日
の
分
析
記
事
を
出
し
た

後
に
、
さ
き
ま
陣
営
か
ら
「
中
傷
合
戦
は
や
め
よ
う
」
と
い
う
知
ら
せ
が
出
た
。「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
は
全
く
無
駄
で
は
な
い
と
感

じ
た
と
話
し
た
。

し
か
し
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
と
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
が
違
う
。
と
宮
城
氏
は
言
う
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
は
一
瞬
で
リ
ツ
イ
ー
ト
、

拡
散
し
、
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
は
時
間
的
に
何
十
倍
も
か
か
る
。
後
手
に
な
る
。
ま
た
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
沖
縄
問
題
を
簡
単
に
語
れ
な
い
。

そ
ん
な
短
い
文
面
で
は
議
論
で
き
な
い
。（
新
聞
が
）
オ
ー
ル
ド
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
事
は
、
今
ま
で
の
取
材
ノ
ウ
ハ
ウ
と
蓄
積
が
あ
る
。

フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
で
偽
情
報
を
見
破
る
う
え
で
、
そ
の
蓄
積
は
生
か
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
と
い
う
。

ツ
イ
ッ
タ
ー
と
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
が
違
う
。
そ
の
ス
ピ
ー
ド
感
の
違
い
に
つ
い
て
、
知
事
選
挙
で
取
材
に
当
た
っ

た
政
治
部
の
中
村
万
里
子
記
者
の
取
材
経
験
で
あ
る
。

─
─

中
村
記
者
は
玉
城
デ
ニ
ー
氏
に
関
す
る

　
〇
大
麻
疑
惑
と
、
〇
遠
山
清
彦
衆
議
院
議
員
（
比
例
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
選
出
）
が
ツ
イ
ッ
タ
ー
で

拡
散
さ
せ
た
小
沢
一
郎
氏
の
別
荘
地
購
入
に
関
す
る
動
画
の
取
材
を
担
当
し
た
。

〇
大
麻
の
件
は
二
〇
代
の
こ
ろ
の
玉
城
氏
が
大
麻
を
吸
引
し
た
と
い
う
も
の
。

〇
別
荘
地
問
題
は
、
知
事
選
に
出
る
前
は
自
由
党
で
幹
事
長
（
玉
城
氏
）
と
代
表
と
い
う
関
係
で
あ
っ
た
小
沢
一
郎
氏
の
豪
華
な
別
荘

を
地
元
業
者
が
嫌
が
る
の
を
玉
城
氏
が
無
理
や
り
説
得
し
た
と
い
う
も
の
で
そ
の
動
画
を
遠
山
清
彦
衆
議
院
議
員
（
比
例
ブ
ロ
ッ
ク
九
州
）

が
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
拡
散
し
た
と
い
う
も
の
。

中
村
記
者
に
よ
る
と
、
告
示
前
の
九
月
七
日
、
出
ど
こ
ろ
不
明
の
メ
ー
ル
爆
弾
の
よ
う
な
も
の
が
同
僚
記
者
に
届
き
、
玉
城
デ
ニ
ー
氏

（
二
六
三
）
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の
二
〇
代
前
半
時
代
の
楽
器
運
搬
会
社
勤
務
時
代
に
同
僚
が
大
麻
吸
引
で
逮
捕
さ
れ
、
社
長
が
確
か
め
た
と
こ
ろ
玉
城
氏
も
大
麻
吸
引
を

認
め
た
と
書
い
て
あ
る
。
具
体
的
に
名
前
も
あ
り
断
定
し
て
い
る
。
同
日
中
に
取
材
、
二
日
後
九
日
に
は
、
代
理
人
弁
護
士
か
ら
「
毅
然

と
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
コ
メ
ン
ト
を
取
り
、「
告
訴
状
を
提
出
へ
」
で
記
事
化
相
談
を
し
た
が
、「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
で
出
来

な
い
か
検
討
、
記
事
化
せ
ず
、
翌
日
一
〇
日
、
玉
城
氏
代
理
人
弁
護
士
は
那
覇
警
察
署
を
訪
れ
、
名
誉
毀
損
の
容
疑
で
被
疑
者
不
詳
の
告

訴
状
を
提
出
し
た
。

も
と
も
と
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
と
「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
対
策
」
は
分
け
て
考
え
る
べ
き
と
の
助
言
を
複
数
の
専
門
家
か
ら
受
け

て
い
た
が
、「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
の
や
り
方
で
は
、
本
人
や
当
時
の
社
長
に
聞
き
、
本
人
の
前
歴
な
い
こ
と
が
客
観
的
に
証
明
で
き

る
資
料
が
な
い
か
探
す
。
玉
城
氏
本
人
は
全
く
否
定
、
そ
こ
で
働
い
て
も
い
な
い
と
い
う
。
書
か
れ
て
い
た
会
社
社
長
も
否
定
、
玉
城
氏

の
前
歴
調
査
の
客
観
的
資
料
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
、
刑
事
告
訴
で
は
告
訴
人
自
身
も
調
べ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
捜
査
当

局
は
玉
城
氏
も
調
べ
る
こ
と
に
な
り
、
民
事
の
名
誉
毀
損
と
は
違
う
。
こ
れ
は
玉
城
氏
の
弁
護
人
も
指
摘
し
、
告
訴
し
て
、
も
し
関
与
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
偽
証
罪
に
問
わ
れ
か
ね
な
い
の
で
、
告
訴
自
体
が
関
与
し
て
い
な
い
こ
と
の
証
明
で
あ
る
と
の
主
張
で

あ
っ
た
。
こ
の
時
点
で
ネ
ッ
ト
上
に
情
報
は
拡
散
し
て
、
前
の
沖
縄
県
南
城
市
長
の
古
謝
景
春
氏
も
、
真
偽
不
明
の
情
報
「
噂
さ
れ
る
こ

と
が
如
何
な
も
の
か
」
と
リ
ツ
イ
ー
ト
し
て
い
る
状
態
だ
っ
た
。

更
に
名
誉
棄
損
に
つ
い
て
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
の
専
門
家
や
弁
護
士
に
取
材
。
大
麻
の
件
と
同
時
に
、
土
地
取
引
の
動
画
拡
散
も
法

的
に
ど
う
か
調
べ
た
。
公
職
に
あ
る
人
が
そ
の
よ
う
な
内
容
を
広
め
る
こ
と
自
体
が
問
題
な
の
で
は
な
い
か
、
一
方
、
土
地
の
売
却
に
つ

い
て
誰
が
誰
に
売
却
し
、
玉
城
氏
は
ど
の
よ
う
な
形
で
関
わ
っ
た
の
か
、
当
時
の
関
係
者
に
当
た
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
出
て
き

た
。
大
麻
と
土
地
の
両
方
を
盛
り
込
ん
で
、「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
で
記
事
化
す
る
方
針
に
な
っ
た
。

（
二
六
四
）
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遠
山
氏
の
コ
メ
ン
ト
が
と
れ
「
私
と
し
て
は
デ
ニ
ー
さ
ん
の
地
元
の
選
挙
区
に
デ
ニ
ー
さ
ん
が
属
し
て
い
た
党
の
党
首
が
あ
あ
い
う
豪

奢
な
別
荘
を
も
っ
て
い
て
、
そ
の
門
に
デ
ニ
ー
さ
ん
の
ポ
ス
タ
ー
と
自
由
党
の
党
首
の
ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
有
権

者
の
皆
様
に
し
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
投
稿
し
た
。（
中
略
）
ご
判
断
は
有
権
者
の
皆
様
に
見
て
頂
い
た
方
々
に
委
ね
る
と

い
う
立
場
だ
」
な
ど
と
話
し
た
。
玉
城
氏
の
代
理
人
弁
護
士
「
別
荘
地
の
話
は
あ
ま
り
に
荒
唐
無
稽
で
本
人
か
ら
聞
い
て
い
な
い
こ
と
や
、

建
築
業
者
が
嫌
が
る
原
因
が
不
明
で
あ
る
」
と
の
言
は
得
た
が
、
売
却
の
く
わ
し
い
経
緯
も
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
ま
ま
だ
と
情
報
の
真
偽

検
証
が
不
可
能
な
記
事
に
な
る
。
こ
の
時
点
で
告
示
か
ら
一
〇
日
以
上
が
過
ぎ
、
メ
ー
ル
が
来
て
か
ら
三
週
間
近
く
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
真

偽
の
確
認
が
不
明
の
情
報
で
も
、
選
挙
期
間
中
に
公
の
立
場
に
あ
る
人
が
そ
う
し
た
情
報
を
拡
散
す
る
こ
と
の
問
題
性
を
広
く
提
起
す
る

た
め
と
い
う
会
社
の
判
断
で
、「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
つ
け
ず
に
、
九
月
二
六
日
朝
刊
一
面
で
記
事
を
書
い
た
。（
図
５
）

選
挙
班
で
は
、
当
初
か
ら
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
に
で
き
な
い
か
キ
ャ
ッ
プ
か
ら
言
わ
れ
た
が
、
犯
罪
歴
が
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
資
料

や
土
地
売
買
の
件
に
つ
い
て
の
調
べ
が
時
間
的
・
物
理
的
に
出
来
な
か
っ
た
こ
と
で
真
偽
不
明
と
な
り
、
残
念
な
が
ら
「
フ
ァ
ク
ト
」
に

届
か
な
か
っ
た
記
事
で
あ
る
。
お
読
み
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
検
証
に
は
時
間
が
か
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
正
し
い
と
か
、
あ
と
一
歩
で

真
偽
分
か
ら
ず
に
な
る
件
も
あ
る
。
沖
縄
タ
イ
ム
ス
の
例
で
も
取
材
し
た
六
割
近
く
が
真
偽
不
明
だ
っ
た
。

こ
れ
ほ
ど
労
力
が
か
か
る
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
は
意
味
が
あ
る
こ
と
な
の
か
、
中
村
記
者
に
聞
い
た
。

─
─

正
直
、
物
理
的
に
も
体
力
的
に
も
厳
し
い
と
思
う
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
（
ネ
ッ
ト
時
代
）
の
選
挙
取
材
は
日
々
の
動
静
や
情
勢
な
ど

日
々
の
取
材
と
出
稿
を
し
な
が
ら
、
加
え
て
、「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」
対
応
、「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
を
す
る
の
も
仕
事
と
い
う
こ
と

な
の
だ
と
受
け
と
め
た
。
膨
大
な
仕
事
量
だ
と
感
じ
た
が
、「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
を
し
て
い
く
と
い
う
覚
悟
も
、
メ
デ
ィ
ア
の
人
間

と
し
て
担
う
必
要
が
出
て
き
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
と
思
う
。
ま
た
、
偽
情
報
拡
散
の
ス
ピ
ー
ド
と
の
闘
い
も
あ
る
が
、
フ
ァ
ク
ト

（
二
六
五
）
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図 ５　琉球新報　20１8 年 ９ 月 2６ 日 １ 面　真偽不明情報が大量拡散
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チ
ェ
ッ
ク
で
「
真
偽
不
明
の
情
報
」
を
検
証
す
る
難
し
さ
を
感
じ
た
と
い
う
。
真
偽
不
明
情
報
に
つ
い
て
、
確
か
な
裏
を
取
れ
な
け
れ
ば

そ
れ
を
報
じ
な
く
て
も
い
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
と
言
っ
て
い
る
。

こ
の
辺
り
は
小
職
も
同
意
見
で
あ
り
、「
情
報
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
」
を
報
道
す
る
意
味
や
ニ
ュ
ー
ス
バ
リ
ュ
ー
、
背
景
状
況
を
述

べ
た
上
で
書
く
こ
と
、
公
表
す
る
こ
と
は
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
の
行
為
と
必
ず
し
も
相
い
れ
な
い
点
も
存
在
す
る
。

前
出
の
知
事
選
取
材
班
キ
ャ
ッ
プ
滝
本
匠
氏
は
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
会
報

（
７
）

で
、「
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
選
挙
期
間
中
に
記
事
を
出
す
こ

と
。
有
権
者
の
投
票
行
動
の
判
断
材
料
に
な
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。」
と
述
べ
、
更
に
、「『
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
』
で
『
偽
』
か
ど

う
か
判
別
が
つ
か
な
い
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
一
様
に
『
偽
』
と
は
断
じ
ら
れ
な
い
中
『
検
証
不
能
』
の
判
定
基
準
を
設
け
る
の
も

検
討
の
余
地
あ
り
』
と
書
い
て
い
る
。

琉
球
新
報
社
の
普
久
原
均
編
集
局
長
は
初
め
て
の
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
記
事
化
に
つ
い
て

─
─

「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
の
定
義
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
今
回
、
わ
れ
わ
れ
は
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
流
布

し
て
い
る
情
報
に
つ
い
て
、
そ
の
情
報
の
真
偽
を
確
認
す
る
」
と
い
う
意
味
で
用
い
た
。
そ
れ
を
わ
れ
わ
れ
で
可
能
な
範
囲
で
実
行
し
た
。

沖
縄
県
知
事
選
で
は
大
量
の
情
報
が
ネ
ッ
ト
上
に
出
回
り
、
そ
の
中
に
は
完
全
な
虚
構
、
デ
マ
と
も
い
え
る
も
の
が
か
な
り
混
ざ
っ
て
い

た
。
そ
の
真
偽
を
確
認
す
る
作
業
を
い
く
つ
か
実
行
し
た
が
、
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
に
は
時
間
が
か
か
り
、
情
報
の
中
に
は
、
明
ら
か
に

虚
偽
と
判
定
で
き
る
も
の
が
あ
る
一
方
で
、
当
事
者
し
か
知
り
え
な
い
、
あ
る
い
は
判
定
で
き
な
い
も
の
も
多
々
あ
る
。
確
認
作
業
を
進

め
る
中
で
、
虚
偽
を
流
布
す
る
の
は
簡
単
だ
が
、
そ
の
真
偽
を
確
認
す
る
作
業
に
は
膨
大
な
手
間
が
か
か
る
と
い
う
労
力
の
非
対
称
性
を

実
感
し
た
。

（
二
六
七
）
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た
だ
、
今
後
の
報
道
機
関
の
役
割
は
こ
う
し
た
作
業
の
中
に
も
あ
る
と
考
え
る
。
過
去
、
情
報
の
出
し
手
と
し
て
の
役
割
は
報
道
機
関

が
ほ
ぼ
独
占
し
て
い
た
が
、
今
は
だ
れ
で
も
情
報
の
出
し
手
と
な
り
え
る
。

但
し
、
世
に
流
通
す
る
膨
大
な
情
報
は
、
正
し
い
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
、
あ
る
い
は
た
だ
ち
に
真
偽
を
確
認
で
き
な
い
も
の
と
の

混
在
状
態
だ
。
報
道
機
関
は
こ
れ
ま
で
普
段
の
仕
事
の
中
で
確
認
作
業
（
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
）
を
し
た
上
で
情
報
を
発
信
し
て
き
た
。
真

偽
の
確
認
作
業
、
い
わ
ゆ
る
「
裏
取
り
」
に
つ
い
て
は
い
わ
ば
ノ
ウ
ハ
ウ
を
一
定
程
度
蓄
積
し
て
い
る
。
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
、

現
代
の
「
膨
大
な
情
報
の
海
」
に
お
け
る
「
水
先
案
内
人
」
に
は
な
り
え
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
た
。
し
か
し
、
こ
の
作
業
に
は
労

力
の
非
対
称
性
が
あ
り
、
で
き
る
範
囲
は
非
常
に
限
ら
れ
る
。
今
の
段
階
で
今
後
に
つ
い
て
確
定
的
な
方
針
は
な
く
、
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ

ク
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
一
方
で
、
で
き
る
範
囲
を
模
索
し
て
い
く
し
か
な
い
と
考
え
て
い
る
。
と
い
う
。

○
Ｆ
Ｉ
Ｊ
（「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」F

actC
heck Initiative Japan

　
前
出
）

Ｆ
Ｉ
Ｊ
は
、
二
〇
一
八
年
九
月
に
日
初
旬
に
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
で
沖
縄
知
事
選
挙
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
な

る
こ
と
を
発
表
、
こ
れ
に
賛
同
し
た
六
媒
体
（
ニ
ュ
ー
ス
の
タ
ネ
（
Ｓ
Ｎ
Ｊ
）、Japan In-depth

（
Ｊ
Ｉ
Ｄ
）、
琉
球
新
報
、B

uzzF
eed Japan

（
Ｂ
Ｆ
Ｊ
）、G

oH
oo

、W
asegg （

８
））

が
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
。
選
挙
後
に
Ｆ
Ｉ
Ｊ
の
特
集
サ
イ
ト
で
、
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
・
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
満
た
し
た
一
三
本
の
記
事
を
Ｈ
Ｐ
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
上
で
紹
介
し
た

（
９
）

。

そ
の
中
に
、
琉
球
新
報
の
九
月
二
四
日
の
記
事
「
安
室
さ
ん
が
特
定
候
補
支
援
は
偽
情
報
」
が
一
本
含
ま
れ
て
い
る
。

琉
球
新
報
の
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
で
出
し
た
記
事
四
本
の
う
ち
、
他
の
三
本
は
入
ら
な
か
っ
た
。
入
ら
な
か
っ
た
三
本
は
「
虚
構

（
二
六
八
）
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の
ダ
ブ
ル
ス
コ
ア
」（
九
月
八
日
）
こ
れ
は
、
そ
の
真
偽
不
明
情
報
が
実
際
に
流
通
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
ネ
ッ
ト
上
や
文
書
な
ど
に
よ
り

客
観
的
に
確
認
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。

「『
一
括
交
付
金
導
入
で
候
補
者
関
与
は
う
そ
』
は
偽
情
報
」（
九
月
二
一
日
）
で
公
明
党
議
員
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
投
稿
を
「
偽
情
報
」
と
判

定
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
見
出
し
の
カ
ギ
カ
ッ
コ
内
で
公
明
党
議
員
が
使
っ
て
い
な
い
「
関
与
」
と
い
う
言
葉
が
引
用
さ
れ
て
い
た
こ
と

（
10
）

。

も
う
一
本
「
携
帯
電
話
の
料
金
を
下
げ
る
と
公
約
と
し
て
い
た
が
、
国
に
も
県
知
事
は
権
限
が
な
い
」（
九
月
二
五
日
）
は
、
検
証
の
対

象
と
し
た
言
説
が
何
か
が
明
確
で
な
く
、
公
約
の
実
現
可
能
性
は
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
の
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
で
外
れ
た
。

Ｆ
Ｉ
Ｊ
が
沖
縄
県
知
事
選
で
ま
と
め
た
記
事
一
覧
資
料
に
よ
れ
ば
、
こ
の
三
本
は
一
三
本
の
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
満
た
す
記
事
」
に
は

入
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
類
し
た
「
検
証
記
事
」
が
載
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
更
に
、
二
本
（
玉
城
氏
を
批
判

す
る
沖
縄
知
事
選
サ
イ
ト
が
複
数
出
現
九
月
一
二
日
。「
ゆ
く
さ
ー
（
う
そ
つ
き
）」
は
強
い
表
現
だ
っ
た
九
月
二
七
日
。）
合
わ
せ
て
五
本
が
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る

ま
た
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
は
一
緒
に
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
九
月
二
七
日
記
事
は
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
満
た

さ
な
い
が
、
そ
れ
に
類
し
た
検
証
記
事
」
と
し
て
「
一
票
を
惑
わ
す
偽
情
報
ネ
ッ
ト
で
拡
散

　
検
証
」（
九
月
二
七
日
）
記
事
内
の
三
件
が

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。（
表
１
）

（
二
六
九
）
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表
１　
沖
縄
タ
イ
ム
ス
　
琉
球
新
報
　
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
状
況

沖
縄

県
知

事
選

　
フ

ァ
ク

ト
チ

ェ
ッ

ク
　

状
況

　
　

　
　

　
2018

年
9

月

新
聞

社
期

間
担

当
者

人
数

言
説

・
情

報
の

絞
り

方
フ

ァ
ク

ト
チ

ェ
ッ

ク
記

事
化

Ｆ
Ｉ

Ｊ
　

の
判

断

沖
縄

タ
イ

ム
ス

9/13
～

29

開
始

日
は

記
事

掲
載

日
と

し
た

。

後
に

検
証

記
事

政
治

部
2

人
＋

社
会

部
9

人
（

警

察
担

当
3

人
、

部

員
他

3
人

、
デ

ス

ク
2

人
、

次
長

）

＋
デ

ジ
タ

ル
1

人

合
計

12
人

偶
数

・
奇

数
日

で
担

当

分
け

毎
日

15
分

S
N

S

チ
ェ

ッ
ク

/

検
証

可
能

65
件

→
更

に
17

件
/

全
て

取
材

に
着

手

〇
共

産
党

出
馬

の
翁

長
知

事
、

沖
縄

の

米
軍

基
地

す
ら

入
れ

な
か

っ
た

。

（
誤

）

〇
佐

喜
真

氏
の

政
策

の
文

字
数

は
2.2

万
字

超
え

で
、

玉
木

氏
は

約
800

字

（
誤

）

〇
さ

き
ま

氏
は

過
去

市
長

選
で

給
食

費

無
料

化
を

掲
げ

て
当

選
し

た
が

、
給

食
費

は
値

上
が

り
し

た
。（

正
誤

な

し
）

全
て

フ
ァ

ク
ト

チ
ェ

ッ
ク

の
周

辺
関

連
検

証
記

事

琉
球

新
報

社

9/8
～

9/29

開
始

日
は

記
事

掲
載

日
と

し
た

。

後
に

検
証

記
事

と
連

載
記

事

知
事

選
班

（
社

会

部
2

人
+

政
治

部

6
人

）
8

人

＋
デ

ジ
タ

ル
編

集

2
人

　
計

10
人

ス
ペ

ク
テ

ィ
ー

社
か

ら

告
示

3
～

４
日

前
に

T
w

itter
資

料
20

万

件
＋

順
次

デ
ジ

タ
ル

と

取
材

班
で

分
析

→
取

材
・

記
事

化

〇
虚

構
の

ダ
ブ

ル
ス

コ
ア

知
事

選
で

偽
　

世
論

調
査

（
誤

）

〇
一

括
交

付
金

導
入

で
「

候
補

者
関

与

は
う

そ
」（

誤
）

〇
安

室
さ

ん
が

特
定

候
補

支
援

（
誤

）

〇
知

事
選

公
約

「
携

帯
料

金
を

削
減

」

〇
安

室
さ

ん
が

特
定

候
補

支
援

（
誤

）

の
記

事
は

、フ
ァ

ク

ト
チ

ェ
ッ

ク
記

事

と
し

て
H

P
掲

載
。

Ｆ
Ｉ

Ｊ
＝

（「
フ

ァ
ク

ト
チ

ェ
ッ

ク
・

イ
ニ

シ
ア

チ
ブ

」　
F

actC
heck Initiative Japan）

本
文

中
説

明

（
二
七
〇
）
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沖
縄
知
事
選
挙
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
を
手
が
け
た
理
由
を
楊
井
人
文
事
務
局
長

（
11
）

に
聞
い
た
。

─
─

沖
縄
知
事
選
を
意
識
し
て
、
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
な
と
考
え
て
い
た
。
沖
縄
の
選
挙
で
あ
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
言
説
が
飛
び
交
い
、

真
偽
の
分
か
ら
な
い
も
の
も
出
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
を
や
る
こ
と
で
、
従
来
の
伝
統
的
ニ
ュ
ー
ス
報
道
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
内
容
が
事
実
か
ど
う

か
を
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
の
が
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」、
従
来
の
ス
ト
レ
ー
ト
ニ
ュ
ー
ス
、
解
説
、
主
張
と
は
、
性
格
が
異

な
る
の
で
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

ウ
ソ
ニ
ュ
ー
ス
つ
ぶ
し
（
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
つ
ぶ
し
）
が
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
の
本
来
の
趣
旨
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
公
明
党
の

遠
山
議
員
の
「
玉
城
氏
が
言
っ
た
こ
と
は
ゆ
く
さ
ー
（
嘘
）」
と
い
う
言
説
は
、
そ
も
そ
も
の
玉
城
候
補
が
言
っ
た
こ
と
は
真
実
な
の
か

ど
う
か
が
問
題
な
の
で
、
玉
城
氏
が
言
っ
た
こ
と
が
事
実
か
ど
う
か
を
検
証
し
た
。
そ
の
結
果
、
国
会
で
の
質
疑
、
総
理
官
邸
へ
の
提
言

等
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
確
認
で
き
た
の
で
、「
ほ
ぼ
事
実
」
と
い
う
判
定
に
な
っ
た
（「
ニ
ュ
ー
ス
の
タ
ネ
」
の
記
事
）。
つ
ま
り
、
遠
山
議
員

の
言
説
が
不
正
確
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
の
手
法
と
し
て
は
、
玉
城
氏
の
言
説
を
取
り
上
げ
て
判
定
す
る
こ
と
も

で
き
る
。

大
手
メ
デ
ィ
ア
は
一
般
の
ニ
ュ
ー
ス
記
事
の
中
で
、
自
分
た
ち
で
真
偽
を
確
か
め
る
と
い
う
こ
と
は
や
っ
て
い
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、

「
与
党
は
こ
う
い
っ
た
が
、
野
党
が
そ
れ
は
嘘
だ
と
主
張
」
と
い
う
の
は
伝
え
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
い
分
を
伝
え
る
だ
け
で
、
本
当
は

ど
っ
ち
が
正
し
い
の
か
を
メ
デ
ィ
ア
の
責
任
で
独
自
に
真
偽
を
調
べ
る
と
い
う
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
や
る
の
が
「
フ
ァ
ク
ト

チ
ェ
ッ
ク
」
だ
。

メ
デ
ィ
ア
報
道
で
は
、
情
報
提
供
者
は
容
易
に
明
か
せ
な
い
。
証
拠
を
出
す
と
情
報
提
供
者
や
ニ
ュ
ー
ス
ソ
ー
ス
を
明
か
す
と
い
う
問

（
二
七
一
）
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一
三
〇

題
に
な
る
が
、
と
い
う
問
い
に
は

─
─

何
が
ウ
ソ
か
と
い
う
根
拠
を
示
さ
な
い
と
証
拠
が
な
い
、
と
言
わ
れ
て
相
手
に
さ
れ
な
い
。

す
べ
て
明
か
せ
と
い
う
こ
と
は
な
い
が
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
は
証
拠
を
示
す
の
が
原
則
、
そ
れ
は
読
者
に
も
わ
か
る
よ
う
に
し
な

く
て
は
い
け
な
い
。
大
事
な
の
は
な
ぜ
「
誤
り
」
に
な
っ
た
か
、
そ
の
証
拠
を
読
者
自
身
が
納
得
す
る
こ
と
だ
。

ま
た
、
従
来
の
メ
デ
ィ
ア
は
自
分
た
ち
の
出
し
た
「
誤
報
」
を
検
証
す
る
こ
と
は
嫌
が
る
。
だ
が
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア
自
ら
、
き
ち
ん
と
自
分
た
ち
の
報
道
も
正
確
性
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
視
し
な
い
と
、
第
三
者
の
言
説
を
フ
ァ
ク
ト

チ
ェ
ッ
ク
で
き
な
く
な
る
と
い
う
副
次
的
効
果
も
あ
る
。

影
響
が
広
が
っ
て
い
な
い
と
、
多
く
の
人
が
そ
れ
は
本
当
か
？
と
疑
問
に
思
っ
て
い
な
い
と
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
を
す
る
意
味
が

な
い
の
で
は
な
い
か

─
─

あ
る
程
度
情
報
が
拡
散
し
て
い
な
い
と
、
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
す
る
意
味
が
な
い
。
だ
め
だ
と
。
例
え
ば
、T

w
itter

な
ら
ば
、
四
桁

く
ら
い
リ
ツ
イ
ー
ト
が
あ
る
と
、
そ
れ
な
り
に
拡
散
し
て
い
る
と
い
う
認
識
に
な
る
。

つ
ま
り
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
の
国
際
的
基
準
で
い
え
ば
、
発
言
者
、
言
説
は
誰
か
、
ど
ん
な
メ
デ
ィ
ア
を
使
い
、
い
つ
し
た
か
、

ど
ん
な
内
容
の
ど
の
言
説
を
調
べ
る
か
、
誤
り
、
正
し
い
、
と
す
る
評
価
の
証
拠
は
な
に
か
。
が
必
要
な
の
だ
。

〇
「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」
対
策
、
検
証
と
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
の
違
い

県
知
事
選
の
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
を
め
ぐ
り
、
一
番
の
疑
問
だ
っ
た
の
は
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
と
「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」

（
二
七
二
）



選
挙
と
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
（
柴
田
）

一
三
一

対
策
、
検
証
は
、
ど
こ
が
違
う
の
か
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
似
て
非
な
る
も
の
と
一
言
で
片
づ
け
る
が
、
そ
の
違
い
は
難
し
い
。

琉
球
新
報
の
中
村
記
者
が
直
面
し
た
例
が
分
か
り
や
す
い
。「
大
麻
疑
惑
」
に
つ
い
て
は
、「
あ
っ
た
こ
と
」
を
証
明
す
る
よ
り
「
な

か
っ
た
」
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
い
わ
ゆ
る
「
悪
魔
の
証
明
」
で
あ
る
。

ま
た
、
土
地
取
引
は
誰
が
斡
旋
し
、
誰
が
売
っ
て
、
誰
が
買
っ
て
、
誰
が
建
て
た
か
…
こ
れ
が
揃
わ
な
い
と
無
理
や
り
取
引
を
進
め
た
、

進
め
な
か
っ
た
こ
と
の
証
明
に
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
中
村
記
者
は
、「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
と
「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
対
策
」
は
分
け

て
考
え
る
べ
き
と
の
助
言
を
複
数
の
専
門
家
か
ら
受
け
て
、「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
と
は
違
う
記
事
を
書
い
た
。

こ
れ
は
、
出
す
べ
き
内
容
の
記
事
と
私
は
思
う
。

従
来
、
取
材
情
報
が
、
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
ど
ん
ど
ん
古
く
な
っ
て
し
ま
い
、
記
事
に
な
っ
て
も
鮮
度
ば
か
り
か
、
ニ
ュ
ー
ス
バ

リ
ュ
ー
も
落
ち
る
と
い
う
時
に
、「
事
実
か
事
実
で
な
い
か
」
の
み
に
重
点
を
置
く
よ
り
、
こ
う
い
う
話
が
出
て
い
る
が
、
真
偽
は
こ
こ

ま
で
迫
っ
た
結
果
不
明
で
あ
る
、
と
い
う
記
事
が
、
従
来
は
出
て
い
た
。
Ｆ
Ｉ
Ｊ
の
楊
井
氏
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
従
来
の
伝
統
的
ニ
ュ
ー

ス
報
道
」
で
あ
る
。
事
の
真
偽
は
さ
て
お
き
、「
こ
う
い
う
情
報
が
駆
け
巡
っ
て
い
る
の
だ
。」
と
い
う
書
き
方
だ
。
だ
が
、
こ
れ
は
、

「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
で
は
な
い
。
正
し
い
か
間
違
っ
て
い
る
か
の
根
拠
が
な
い
。「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
と
し
て
書
け
な
い
の
だ
。

「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」
検
証
は
ど
う
か
。
こ
れ
も
間
違
っ
た
情
報
か
正
し
い
情
報
か
は
証
拠
を
積
み
重
ね
、
誰
が
い
つ
、
ど
こ
で
ど

う
い
う
発
言
を
ど
ん
な
メ
デ
ィ
ア
で
し
た
か
、
を
押
さ
え
真
偽
を
明
ら
か
に
す
る
。「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
と
変
わ
ら
な
い
。

だ
が
、「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」
の
検
証
の
場
合
、
単
な
る
「
嘘
」
を
伝
播
さ
せ
る
の
で
な
く
、
発
信
者
が
何
ら
か
の
意
図
を
も
っ
て

や
る
こ
と
が
主
だ
。
発
言
者
の
地
位
や
背
景
が
情
報
の
受
け
手
と
の
関
係
や
地
域
な
ど
が
重
要
な
要
素
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
は
言
説
の
内
容
の
正
誤
で
あ
る
か
ら
、
発
言
者
の
地
位
や
社
会
的
背
景
、
受
け
手
の
地
域
の
問
題

（
二
七
三
）
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な
ど
は
要
素
に
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
そ
う
い
う
こ
と
を
入
れ
な
い
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
。

二
〇
一
六
年
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
の
時
に
「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」
は
誰
で
も
知
る
と
こ
ろ
と
な
る
言
葉
と
な
っ
た
。
選
挙
で
相
手

に
打
撃
を
与
え
る
た
め
に
、
あ
り
も
し
な
い
事
柄
を
並
べ
る
。
対
立
候
補
だ
か
ら
、
対
立
候
補
を
支
援
す
る
国
だ
か
ら
、
更
に
、
に
わ
か

に
は
証
明
で
き
な
い
嘘
情
報
を
出
す
。

二
〇
一
九
年
二
月
北
マ
ケ
ド
ニ
ア
と
国
名
を
変
え
た
マ
ケ
ド
ニ
ア
（
当
時
）
の
小
さ
な
町
が
、
二
〇
一
六
年
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
の

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
の
発
信
源
だ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
政
治
的
対
立
と
は
全
く
関
係
な
く
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
が
拡
散
し
た
こ
と

に
よ
る
広
告
収
入
で
生
活
費
を
稼
ぐ
た
め
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
る
現
地
の
若
者
が
大
量
に
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
作
り
、
送
っ

て
い
た
。
政
治
的
意
図
は
な
く
て
も
、
経
済
的
個
人
的
な
意
図
で
、
遠
く
離
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
選
挙
に
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
か

否
か
よ
り
、
自
分
の
生
活
の
豊
か
さ
を
選
ん
で
そ
う
し
た
行
為
を
し
た
。
こ
れ
は
、「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
に
は
な
じ
ま
な
い
。
勿
論

情
報
は
「
誤
り
」
だ
が
、
社
会
的
背
景
を
解
か
な
く
て
は
、
何
の
意
味
も
な
い
。
発
信
者
の
地
位
、
地
域
の
問
題
等
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス

が
出
た
背
景
は
触
れ
な
い
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
と
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
対
策
、
検
証
と
の
違
い
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
か
。

〇
ま
と
め

選
挙
と
い
う
あ
る
種
、
祭
り
の
よ
う
な
熱
気
を
帯
び
た
状
況
か
ら
、
真
偽
の
分
か
ら
な
い
情
報
が
し
ば
し
ば
出
て
く
る
。

Ａ
・
プ
ラ
ト
ニ
カ
ス
と
Ｅ
・
ア
ロ
ン
ソ
ン
の
書
い
た
「
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
」
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
る

（
12
）

。

─
─

事
実
も
ど
き
（factoid

）
と
い
う
言
葉
を
作
り
出
し
た
小
説
家
ノ
ー
マ
ン
メ
イ
ラ
ー
は
、
こ
れ
を
「
雑
誌
や
新
聞
に
表
れ
る
ま
で
存
在

（
二
七
四
）
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し
な
い
事
実
（
フ
ァ
ク
ト
）」
と
定
義
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
事
実
も
ど
き
を
証
拠
に
よ
っ
て
裏
付
け
さ
れ
な
い
事
実
の
主
張
と
定
義

し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
通
常
、
そ
の
事
実
は
間
違
い
で
あ
る
か
、
そ
の
主
張
を
支
持
す
る
よ
う
な
証
拠
が
得
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
事

実
も
ど
き
は
、
広
く
事
実
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
な
仕
方
で
提
示
さ
れ
る
。
我
々
の
職
場
や
近
隣
で
は
、
噂
や
ゴ
シ
ッ
プ
が
こ
れ
に
あ
た

る
。─

─
事
実
も
ど
き
は
何
故
流
布
す
る
か
に
つ
い
て
、
著
者
ら
は
三
つ
の
理
由
を
挙
げ
た
。

─
─

第
一
に
事
実
も
ど
き
が
真
実
か
否
か
を
確
か
め
る
試
み
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
い
こ
と
。

第
二
に
事
実
も
ど
き
は
、
し
ば
し
ば
い
く
つ
か
の
心
理
的
欲
求
を
満
た
し
て
く
れ
る
た
め
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
し
ま
う
。

た
と
え
ば
、
多
く
の
事
実
も
ど
き
は
と
て
も
面
白
く
、
わ
れ
わ
れ
の
注
意
を
引
き
付
け
る
。

最
後
に
、
こ
れ
が
お
そ
ら
く
も
っ
と
も
重
要
な
点
で
あ
る
が
、
事
実
も
ど
き
は
説
得
の
お
膳
立
て
の
機
能
を
果
た
す
。
事
実
も
ど
き
は

社
会
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
作
り
出
す
。
事
実
も
ど
き
の
一
片
、
一
片
を
組
み
合
わ
せ
て
我
々
は
世
界
を
描
き
出
す
。

─
─
選
挙
に
「
事
実
も
ど
き
」
が
跋
扈
す
る
理
由
は
こ
う
し
た
こ
と
に
ピ
タ
リ
と
当
て
は
ま
る
。

さ
て
、「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
先
進
国
ア
メ
リ
カ
で
は
、
こ
う
い
う
指
摘
が
あ
る
。

「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
は

　
発
言
に
拘
泥
せ
ず
、
イ
ッ
シ
ュ
ー
を
見
よ
」

ト
ム
・
ロ
ー
ゼ
ン
ス
テ
ィ
ー
ル
氏

（
13
）

の
発
言
を
デ
ジ
タ
ル
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
の
平
和
博
氏
が
紹
介
し
て
い
る

（
1４
）

─
─

フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
は
、
選
挙
戦
で
の
論
争
や
、
地
域
が
直
面
す
る
大
問
題
と
い
っ
た
、
中
核
と
な
る
イ
シ
ュ
ー
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

次
の
段
階
で
、
そ
れ
ら
の
イ
シ
ュ
ー
に
つ
い
て
、
情
報
が
正
し
か
っ
た
り
間
違
っ
て
い
た
り
し
た
時
に
、
人
々
が
ど
ん
な
印
象
を
受
け
る

（
二
七
五
）
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か
、
と
い
う
影
響
を
見
極
め
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
個
別
の
発
言
の
内
容
は
、
お
お
む
ね
三
番
目
の
要
素
だ
。
個
別
の
発
言
は
、
あ
る
イ
シ
ュ
ー
に
つ
い
て
混
乱

や
論
争
を
巻
き
起
こ
す
要
素
で
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
話
の
本
筋
で
は
な
い
。

「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
が
、
逆
に
間
違
っ
た
情
報
へ
の
確
信
を
強
め
て
し
ま
う
と
い
う
（
ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
教
授
の
ブ
レ
ン
ダ
ン
・
ニ
ー

ハ
ン
さ
ん
ら
が
明
ら
か
に
し
た
「
バ
ッ
ク
フ
ァ
イ
ア
ー
効
果

（
15
）」）

へ
の
対
処
が
必
要
で
、
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
に
は
政
治
的
な
立
場
に
よ
る
分
断

が
あ
り
、
自
分
の
支
持
す
る
人
物
が
対
象
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
に
反
発
す
る
傾
向
が
強
く
な
る
。

「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
は
逐
語
的
に
な
り
す
ぎ
た
り
、
焦
点
が
狭
く
な
り
す
ぎ
た
り
す
る
と
「
な
る
ほ
ど
、
彼
は
そ
の
数
字
を
間
違

え
た
。
だ
が
私
の
大
き
な
信
念
が
揺
ら
ぐ
こ
と
は
な
い
。
移
民
は
多
す
ぎ
る
し
、
シ
ス
テ
ム
は
不
正
操
作
さ
れ
て
い
る
し
、
九
・
一
一
の

テ
ロ
を
実
際
に
は
幸
運
だ
っ
た
と
い
う
特
定
の
宗
教
の
信
者
た
ち
は
い
る
の
だ
」

─
─
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
は
言
葉
の
問
題
だ
が
、
あ
ま
り
に
一
語
一
語
に
こ
だ
わ
る
と
、
元
々
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
が

生
じ
る
原
因
と
な
っ
た
問
題
や
状
況
か
ら
か
け
離
れ
て
、
語
句
解
釈
が
独
り
歩
き
し
、
そ
の
語
句
を
「
間
違
い
」
と
公
表
す
る
こ
と
が
、

あ
る
い
は
公
表
し
て
も
そ
ん
な
こ
と
は
信
じ
な
い
と
い
う
逆
の
効
果
が
起
こ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
既
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
大
統
領
選
で
ト
ラ
ン
プ
氏
が
選
出
さ
れ
た
と
き
に
ト
ラ
ン
プ
氏
の
支
持
者
が
と
っ
た
行
動
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
。

今
後
の
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
は
。

本
研
究
中
、
最
も
気
に
な
っ
た
の
は
、
新
聞
記
事
（
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
雑
誌
の
原
稿
・
記
事
も
含
め
て
）
は
、
普
段
か
ら
人
の
言
説
が
正

し
い
か
間
違
っ
て
い
る
か
、
本
当
に
そ
う
言
い
う
こ
と
を
い
た
の
か
、
確
か
め
た
上
で
記
事
を
書
き
、
あ
る
い
は
放
送
す
る
の
が
原
則
で

（
二
七
六
）
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あ
る
の
で
、「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
「
今
ま
で
は
き
ち
ん
と
調
べ
て
い
な
か
っ
た
の
か
？
」
と
誤
解
を
生
む
こ

と
に
な
ら
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
選
挙
運
動
で
メ
ー
ル
は
だ
め
だ
が
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
、「
偽
」
情
報
は
、
や
は
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
良
く
流
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
言
説
は
無
数
で
あ
る
。
す
べ
て
を
把
握
す
る
こ
と
は
到
底
困
難
で
あ
る
。

Ｆ
Ｉ
Ｊ
の
調
べ
で
は
、
去
年
の
沖
縄
県
知
事
選
挙
の
言
説
の
チ
ェ
ッ
ク
で
は
、
二
分
の
一
が
候
補
者
本
人
、
四
分
の
一
が
有
識
者
、
評

論
家
で
、
一
般
国
民
の
言
説
が
俎
上
に
乗
っ
て
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
の
は
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
が
行
っ
た
大
学
生
・
専
門
学
校
生
五
二
五
人
に
対
す
る
世
論
調
査

（
16
）

で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
流
れ
た

「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」
を
八
九
・
五
％
の
学
生
が
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
だ
。
こ
う
し
た
学
生
・
専
門
学
校
生
は
、
ほ
と
ん
ど
ニ
ュ
ー
ス
サ

イ
ト
を
見
る
習
慣
が
な
い
よ
う
で
あ
り
、T

w
itter

な
ど
に
も
あ
ま
り
接
し
て
い
な
い
。
一
方
で
「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」
に
触
れ
た
学

生
は
一
一
・
四
％
で
、
普
段
か
ら
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
やT

w
itter

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
て
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
が
高
い
と
い
う
結
果
が

出
た
。
こ
れ
は
「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」
が
投
票
行
動
に
影
響
を
与
え
た
と
み
る
向
き
と
は
違
う
結
果
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
世
界
の
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
欧
米
は
勿
論
だ
が
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、

中
南
米
で
も
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
は
動
き
出
し
て
い
る
そ
う
で
あ
り
、
日
本
は
後
塵
を
拝
し
て
い
る
。

世
界
の
動
き
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

沖
縄
知
事
選
の
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
で
琉
球
新
報
は
新
聞
労
連
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
大
賞
を
受
賞
し
た
。
新
聞
労
連
の
南
彰
委
員

（
二
七
七
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
七
月
）

一
三
六

長
は
今
後
の
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
に
つ
い
て
、「
昨
年
一
二
月
の
新
聞
研
究
部
長
会
議
で
、
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

と
連
携
し
、
組
合
の
新
聞
研
究
活
動
の
一
環
と
し
て
、
新
聞
労
連
が
独
自
に
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

基
準
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
決
め
た
。
基
準
作
り
の
議
論
を
進
め
て
い
る
。

フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
で
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
は
記
者
と
し
て
の
基
本
的
な
営
み
だ
が
、
こ
れ
だ
け
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
多
様
な
情
報
発
信
が
広
が
る
な
か
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
人
々
の
目
に
触
れ
る
情
報
の
正
し
さ
を
検
証
し
、
伝
え

る
こ
と
も
、
こ
れ
か
ら
の
報
道
機
関
の
役
割
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。

統
一
地
方
選
挙
や
参
議
院
通
常
選
挙
の
年
で
あ
る
今
年
二
〇
一
九
年
、
日
本
国
内
で
更
に
「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
」
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
る
か
注
目
し
た
い
。

注（
1
） 

フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
と
は

　
立
岩
陽
一
郎

　
楊
井
人
文

　
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
トN

O
.982

　P
.2

（
2
） 

同
右
、P

.2

～P
.7

（
3
） 

国
際
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ま
と
め
、
二
〇
一
六
年
九
月
に
綱
領
と
し
て
発
表

（International F
act-C

hecking N
etw

ork fact-checkers`code of principles

）

（
４
） 

Ｆ
Ｉ
Ｊ
（「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」F

actC
heck Initiative Japan

）

二
〇
一
七
年
設
立
、
誤
っ
た
情
報
に
惑
わ
さ
れ
な
い
社
会
を
築
く
た
め
に
、
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
の
普
及
の
為
、
様
々
な
支
援
・
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
。
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
担
う
。
Ｈ
Ｐ

　http://fij.info/about/about-2

（
5
） 

都
道
府
県
別
統
計
と
ラ
ン
キ
ン
グ
で
見
る
県
民
性

https://todo-ran.com
/t/kiji/13920

（
二
七
八
）



選
挙
と
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
（
柴
田
）

一
三
七

（
Ａ
Ｂ
Ｃ
調
査
を
用
い
た
読
売
新
聞
広
告
局
の
「
地
域
別
上
位
３
紙
統
計
」
を
基
に
作
成
し
た
も
の
）

（
6
） 

株
式
会
社
メ
デ
ィ
ア
バ
リ
ュ
ー
（
全
国
の
都
道
府
県
単
位
紙
の
広
告
管
理
等
業
務
）

w
w

w
.m

-value.jp/new
spaper/local.htm

l

（
7
） 
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
会
報N

O
.585

　
二
〇
一
八
年
一
一
月
一
〇
日

（
8
） 

〇 

ニ
ュ
ー
ス
の
タ
ネ

　
調
査
報
道
の
た
め
の
非
営
利
団
体
「
ニ
ュ
ー
ス
の
タ
ネ
（
旧
ア
イ
・
ア
ジ
ア
）」。
志
を
同
じ
く
す
る
世
界
の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
、
研
究
者
、
市
民
と
連
携
し
て
取
材
・
調
査
を
行
い
、
発
信
す
る
。

https://seedsfornew
s.com

/

〇 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
・
Ｉ
ｎ
‐
ｄ
ｅ
ｐ
ｔ
ｈ

　
元
フ
ジ
テ
レ
ビ
解
説
委
員
安
倍
宏
行
が
二
〇
一
三
年
一
〇
月
に
創
刊
し
た
ウ
ェ
ブ
・
メ
デ
ィ
ア

〝
ニ
ッ
ポ
ン
の
深
層
〟
ニ
ュ
ー
ス
を
深
堀
り
し
、
読
者
に
〝
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
〟
を
提
供
、
社
会
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
〝
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
〟

へ
と
導
く
メ
デ
ィ
ア
を
目
指
す
。

https://japan-indepth.jp/

〇 

Ｂ
ｕ
ｚ
ｚ
Ｆ
ｅ
ｅ
ｄ
‐
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
（
Ｂ
Ｆ
Ｊ
）　
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ス
＆
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
メ
デ
ィ
ア
「B

uzzF
eed

」
と
日
本
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
最
大
手
「Y

ahoo! Japan
」
の
合
弁
会
社
。

https://w
w

w
.buzzfeed.com

/jp

〇 

Ｇ
ｏ
Ｈ
ｏ
ｏ
（
ゴ
フ
ー
）　
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
の
正
確
性
な
ど
を
検
証
し
、「
報
道
品
質
」
向
上
や
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
に
有
益
な
情

報
を
提
供
す
る
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
。
一
般
社
団
法
人
日
本
報
道
検
証
機
構
が
運
営
。
Ｆ
Ｉ
Ｊ
事
務
局
長
楊
井
人
文
氏
が
代
表
理
事
を
務
め
る

http://gohoo.org/

〇
Ｗ
ａ
ｓ
ｅ
ｇ
ｇ

　
早
稲
田
大
学
政
経
学
部
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
演
習
（
瀬
川
至
朗
ゼ
ミ
）
の
ゼ
ミ
生
が
発
信
す
る
Ｗ
ｅ
ｂ
マ
ガ
ジ
ン
。

http://w
asegg.com

/archives/category/factcheck_article

（
9
） 

Ｆ
Ｉ
Ｊ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://fij.info/

　
　
沖
縄
知
事
選
二
〇
一
八

（
10
） 

参
照
：http://fij.info/archives/1719

（
二
七
九
）



政
経
研
究

　第
五
十
六
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
七
月
）

一
三
八

（
11
） 

楊
井
文
人
（
や
な
い
・
ひ
と
ふ
み
）
Ｆ
Ｉ
Ｊ
（「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」　F

actC
heck Initiative Japan

）
事
務
局
長
、

弁
護
士
、
元
産
経
新
聞
記
者

（
12
） 
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

　
Ａ
・
プ
ラ
ト
ニ
カ
ス
／
Ｅ
・
ア
ロ
ン
ソ
ン

　
著
訳
＝
社
会
行
動
研
究
会

　
誠
信
書
房

　
二
〇
一
一
年
六
月
一
五
日
一
三
刷

　

P
.83

～
　
抜
粋

（
13
） 

ト
ム
・
ロ
ー
ゼ
ン
ス
テ
ィ
ー
ル
氏
＝
ア
メ
リ
カ
ニ
ュ
ー
ス
メ
デ
ィ
ア
連
合
（
Ｎ
Ｍ
Ａ
、
旧
米
国
新
聞
協
会
）
傘
下
の
調
査
研
修
機
関
で
あ
る
ア

メ
リ
カ
ン
・
プ
レ
ス
研
究
所
（
Ａ
Ｐ
Ｉ
）
の
所
長
。

（
1４
） 

「
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
の
何
が
ダ
メ
な
の
か
を
第
一
人
者
が
指
摘
す
る
「
平
和
博

　
朝
日
新
聞
記
者
（
デ
ジ
タ
ル
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
）

H
A

F
F

P
O

S
T

　https://w
w

w
.huffi

ngtonpost.jp/kazuhiro-taira/fact-check-problem
_b_1575107４.htm

l

二
〇
一
七
年
〇
四
月
〇
三
日
〇
〇
時
三
一
分
Ｊ
Ｓ
Ｔ

　
抜
粋

（
15
） 

ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
教
授
、
ブ
レ
ン
ダ
ン
・
ニ
ー
ハ
ン
さ
ん
ら
の
二
〇
〇
五
～
二
〇
〇
六
年
の
調
査
で
は
、
政
治
的
な
テ
ー
マ
（
イ
ラ
ク
に
大
量

破
壊
兵
器
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
な
ど
）
に
つ
い
て
、
事
実
を
示
し
た
後
で
も
、
政
治
的
立
場
に
よ
っ
て
、
全
く
効
果
が
な
か
っ
た
り
、
逆
に
誤
解

へ
の
確
信
を
強
め
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
（
バ
ッ
ク
フ
ァ
イ
ア
ー
効
果
）
が
見
ら
れ
た
、
と
い
う
。

イ
ラ
ク
に
大
量
破
壊
兵
器
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
は
、
特
に
保
守
派
に
こ
の
バ
ッ
ク
フ
ァ
イ
ア
ー
効
果
、
つ
ま
り
反
発
が
顕
著

だ
っ
た
よ
う
だ
。「
新
聞
紙
学
的
」
平
和
博

　https://kaztaira.w
ordpress.com

/2016/12/31/%
e5%

81%
bd%

e3%
83%

8b%
e3%

83%
a5%

e3%

83%
bc%

e3%
82%

b9%
e3%

81%
ae%

e8%
a6%

8b%
e5%

88%
86%

e3%
81%

91%
e6%

96%
b9-%

e3%
83%

9d%
e3%

82%
b9%

e3%
83%

88%
e3%

83%
bb

%
e3%

83%
88%

e3%
82%

a5%
e3%

83%
ab%

e3%
83%

bc%
e3%

82%
b9%

e6%
99%

82%
e４%

bb%
a3/

（
16
） 

沖
縄
タ
イ
ム
ス
二
〇
一
九
年
一
月
七
日
朝
刊
「
幻
想
の
メ
デ
ィ
ア
」

参
考
資
料

〇
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
と
は
何
か

　
立
岩
洋
一
郎
／
楊
井
人
文
著

　
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
トN

O
.982

　
二
〇
一
八
年
四
月
五
日
第
一
刷

〇 

流
言
・
デ
マ
・
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
打
ち
消
し
報
道
／
福
長
秀
彦

　
放
送
研
究
と
調
査

　
二
〇
一
八
年
一
一
月
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送

（
二
八
〇
）



選
挙
と
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
（
柴
田
）

一
三
九

文
化
研
究
所

〇
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

　
Ａ
・
プ
ラ
ト
ニ
カ
ス
／
Ｅ
・
ア
ロ
ン
ソ
ン

　
著
訳
＝
社
会
行
動
研
究
会

　
誠
信
書
房

　
二
〇
一
一
年
六
月
一
五
日
一
三
刷

〇「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」
考
察
か
ら
現
代
に
お
け
る
中
央
メ
デ
ィ
ア
・
放
送
の
在
り
方
を
問
う

　
金
山
勉

　
調
査
情
報
二
〇
一
八
年
一
一
─
一
二
号

〇
朝
日
新
聞
二
〇
一
八
年
一
一
月
一
〇
日
朝
刊

　
沖
縄
の
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス

　
地
元
二
紙
が
チ
ェ
ッ
ク

〇
毎
日
新
聞
二
〇
一
九
年
一
月
一
七
日
朝
刊

　
平
成
ト
い
う
時
代
第
三
部

　
変
化
⑥

〇
メ
デ
ィ
ア
批
判

　
神
保
太
郎

　
連
載
135
回

　
世
界

　
岩
波
書
店

　
二
〇
一
九
年
三
月
号

〇
記
者
の
連
帯
が
な
ぜ
必
要
か

　
南
彰

　
世
界

　
岩
波
書
店

　
二
〇
一
九
年
三
月
号

○
メ
デ
ィ
ア
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
に
お
け
る
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
実
践
の
可
能
性

　
坂
本
旬

　
法
政
大
学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
紀
要

　
15
巻

　

二
〇
一
八
年
三
月

http://hdl.handle.net/1011４/13759

〇
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
の
何
が
ダ
メ
な
の
か
を
第
一
人
者
が
指
摘
す
る

　
平
和
博

　
朝
日
新
聞
記
者
（
デ
ジ
タ
ル
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
）

H
A
F
F
P
O
S
T

　https://w
w
w
.huffi

ngtonpost.jp/kazuhiro-taira/fact-check-problem
_b_1575107４.htm

l

二
〇
一
七
年
〇
四
月
〇
三
日
〇
〇
時
三
一
分
Ｊ
Ｓ
Ｔ

〇
沖
縄
知
事
選
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
は
成
功
し
た
か

　
中
立
性
・
公
平
性
め
ぐ
る
課
題
も

　
Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｔ

　
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

https://w
w
w
.j-cast.com

/2018/11/073４3083.htm
l?p=all

○
都
道
府
県
別
統
計
と
ラ
ン
キ
ン
グ
で
見
る
県
民
性

https://todo-ran.com
/t/kiji/13920

○
株
式
会
社
メ
デ
ィ
ア
バ
リ
ュ
ー
（
全
国
の
都
道
府
県
単
位
紙
の
広
告
管
理
等
業
務
）

w
w
w
.m

-value.jp/new
spaper/local.htm

l

○
株
式
会
社

　
琉
球
新
報
社

　https://ryukyushim
po.jp/

○
株
式
会
社

　
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社

　http://app.okinaw
atim

es.co.jp/plus/

（
二
八
一
）






